
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 44期 決 算 公 告 
自 2024 年 1月 1日 

至 2024年 12月 31日 

 

株式会社 FIELD MANAGEMENT EXPAND 

 





個別注記表 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（1）有価証券の評価基準及び評価方法 

① 子会社会社株式 移動平均法による原価法 

② その他有価証券  

    時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。） 

時価のないもの 移動平均法による原価法 

③ 関係会社出資金 有限責任事業組合への出資については、組合契約に規定されている決算

報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額

で取り込む方法によっております。 

（2）たな卸資産の評価基準及び評価方法 

  仕掛品 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定しております。） 

（3）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

  （リース資産を除く） 

定額法 

 

主な耐用年数 建物 4 年～47 年 

② 無形固定資産 

  （リース資産を除く） 

定額法 

主な耐用年数 ソフトウェア（自社利用分） ５年 

③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっており

ます。 

（4）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 役員及び従業員の賞与の支給に備えるため、賞与の翌期支給見込額のう

ち、当事業年度に帰属する部分に相当する額を計上しております。 

③ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に

基づき計上しております。 

イ 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期

間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。 

ロ 数理計算上の差異の費用処理方法 

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により按分した

額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。 



④役員退職慰労引当金 当社は、2016 年 10 月 27 日開催の第 35 期定時株主総会終結の時をもっ

て役員退職慰労金制度を廃止しており、同日以降対応分については、引

当金計上を行っておりません。 

(5) その他計算書類作成のための基本となる事項 

①  外貨建の資産及び負債

の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、事業年度の末日の直物為替相場により円貨に換

算し、換算差額は損益として処理しております。 

② 消費税等の会計処理 税抜方式によっております。 

 

2. 当期純損益金額 

    当期純利益 102,440 千円 

 

3．その他の注記 

  記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

ただし、1 株当たり純資産額及び当期純利益については、表示単位未満の端数を四捨五入して表示してお

ります。 


